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第３回五泉市国民健康保険運営協議会次第 

 

１．開  会 

 

２．あいさつ  小林会長 

田邊市長 

 

３．議  事 

  （１）会議録署名委員の指名 

 

（２）報告第５号 

  令和６年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算について 

 

（３）報告第６号 

五泉市特定健康診査等実施計画及び五泉市国民健康保険 

データヘルス計画の進捗状況について 

 

  （４）報告第７号 

令和７年度五泉市国民健康保険特別会計予算（案）について 

 

４．そ の 他 

    

５．閉  会 

1



 

報告第 ５ 号 

 

 

 

 

令和６年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算 

について 
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１．令和６年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

（令和６年 12 月定例市議会） 

 

（補正内容） 

  歳入歳出予算の総額にそれぞれ２７万２千円を追加し、歳入歳出予算総額を 

５３億９,６５２万２千円とした。 

補正の内容について、歳入では職員給与費等繰入金２７万２千円を追加した。 

歳出では、人件費の調整で一般管理費２７万２千円の追加、県への納付金額確

定による国民健康保険事業費納付金１０万９千円の減額、財政調整基金積立金 

２,０７３万６千円の減額、令和５年度交付金精算による県への返還金で、償還金

及び還付加算金２,０８４万５千円を追加した。 

 

   

２．令和６年度五泉市国民健康保険特別会計補正予算（第４号） 

（令和６年 12 月定例市議会） 

 

（補正内容） 

  歳入歳出予算の総額にそれぞれ１８３万５千円を追加し、歳入歳出予算総額を 

５３億９,８３５万７千円とした。 

補正の内容について、歳入では保険給付費等交付金（特別交付金）２万２千円、

職員給与費等繰入金１８１万３千円を追加した。 

歳出では、人件費の調整で総務費１８１万３千円、保健事業費５万９千円の追

加、財政調整基金積立金３万７千円を減額した。 
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五泉市特定健康診査等実施計画及び五泉市国民健康保険 

データヘルス計画の進捗状況について 
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ー 第１部 五泉市特定健康診査等実施計画（第３期） ー

１. 被保険者数及び特定健康診査対象者数
（１）令和５年度 国民健康保険の加入状況
 五泉市全体の人口に対し、国民健康保険の加入率は18.9％です。約５人に１人が国民健康保険に加入
しています。
 また、国民健康保険の被保険者のうち、60歳から74歳は5,755人で、全体の65.9％を占めています。

（２）被保険者数及び特定健康診査対象者の推移
 国民健康保険被保険者9,153人のうち、特定健康診査対象者(40歳から74歳)は6,865人で75.0％です。

 ※被保険者数は年度平均者数で、特定健康診査の対象者は、12か月国保の資格を有する人数です。

8,739人
7,542人

100.0%
86.3%

被保険者数 年齢階層別比率

（令和６年３月31日現在）

15.0%
53.5%

国民健康保険

443人

1,787人

国保加入率

5.1% 7.2%
8.6% 9.9%754人
20.4%
65.9%

13.4%

25.9%

6,186人

11,945人

年齢

０歳〜19歳

40歳〜59歳
20歳〜39歳 7,644人 16.6%

五泉市全体
人口 年齢階層別比率

60歳〜74歳
75歳以上

合計
40歳〜74歳〔再掲〕

5,755人

46,132人
22,703人

23.3%
20.8%

100.0%
49.2%

10,758人
9,599人 後期高齢者医療保険制度対象

18.9%
33.2%

10719 10356 10117 9809
9153

8141 7992 7784 7328 6865

0
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12000

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

被保険者数のうち特定健康診査対象者の占める割合

被保険者数 特定健康診査対象者

（人）
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２. １人当たりの医療費
 令和４年度５月分と比較すると、1人当たりの生活習慣病医療費は433円増額となりました。

 ※生活習慣病は、KDB疾病別医療費分析（大分類）の「内分泌、栄養及び代謝疾患」「循環器系の疾患」の計

３. 令和５年度までの目標値
 令和５年度は国の基本指針です。それに基づき令和５年度までの五泉市特定健康診査等実施計画
（第３期）の目標値を設定しています。

特定保健指導
受診率

48.0%

48.0%

50.0%

50.0% 52.0% 54.0% 56.0% 60.0%

生活習慣病医療費（円）

337,918,350

52.0% 54.0% 56.0% 60.0%

令和５年度
特定健康診査

受診率

平成30年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

9,546

30,567 32,262 33,521 31,889 35,399

11,052 10,526 10,260 10,111

1人当たりの生活習慣病医療費（円）

総医療費（円）

１人当たりの総医療費(円)

被保険者数（人）

7,764
322,425,570343,921,600339,585,550337,823,510

85,531,020
8,336

78,503,990 78,248,13076,329,690
6,906

81,632,240
7,755 8,197

令和５年度年 度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度各年度５月分

（円）（円） （円）（円） （円）
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４. 健診実施率及び受診者の状況
 特定健診の実施率は、41.1％で前年から1.8ポイント上昇しました。しかし、県内30市町村中29番目と
低い状況であり、県内市町村平均の45.9％に到達しませんでした。
 特定保健指導は、県内市町村平均を上回り、県内30市町村中19番目でした。

 受診者は年齢が高くなるごとに増え、受診者2,823人のうち1,624人（57.5％）の方が集団健診で受診
しています。

 ※特定健診受診率算出の対象者及び受診者数を記載、対象者は12か月国保の資格を有する人数

0 2

2

1

5

26.1%

34.3%

37.1%

44.8%

295 44 4

54 5 1

199 19 5

33

47

45

88

144

445

21

776

115 259

331 418

13

21

16

34

42

135

32

82 170

男

41.9%

集団健診 個別健診 人間ドック 診療情報

21 0

特定健診受診者 特定健診受診内訳

41

64

女 計

65

88

109

18

47.1% 40.5%

特定健康対象者

女 計

112

38.9%

1,624 494

45.5%

特定健診
受診率

46

47

68

108

157

4 1

事業所健診

4

15 13 19

47.2%

41.1%612 74 19

22.1%

24.9%

1,356

2,823

2,874 780 233

355

418

495

699

915

1,405

3,484 3,381 6,865 1,288 1,535

7336231,469

1,731

354

令和４年度 令和５年度

45.0%
44.0%

42.6% 44.6% 45.9%

38.5%

令和元年度 令和２年度 令和３年度

39.3% 41.1%

46.2%
18

37.9%

37.6%

24 27 29 29

37.1% 39.0%県内平均

確定

県内順位

特定保健指導

県内平均

確定

県内順位

年齢

182

212

246

268

37.3%

43.6%

15

26

合計

男

816

特定健康診査

70-74歳

65-69歳

60-64歳

55-59歳

50-54歳

45-49歳

40-44歳

142

172

227

344

294
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５. 受診率向上の取組み
（１）令和５年度 受診率向上の取組み

① 新規国保加入者向けに特定健診の案内チラシを配布
② 特定健診PRポスターを掲示（公共施設25件、市内のスーパーやコンビニ等61件）
③ 抽選で食事券が当たる健康ポイントわくわくキャンペーンを実施（応募人数2,545人、

うち当選者193人）
④ 受診勧奨ハガキを送付

春健診前 5,474件 ・・ 意向調査の回答別に３種類を送付
秋健診前 4,771件 ・・ 対象者の健康意識毎に7種類を送付
秋健診後 2,075件 ・・ 訴求力のあるものを１種類送付

⑤ 診療情報提供勧奨通知の送付
特定健診の情報提供依頼を12月に送付（511件）

⑥ 事業所健診の結果提供依頼
令和５年２月に事業者健診の結果提供依頼を事業主へ送付（46事業所）

⑦ 障がいを持った方を対象とした「ゆったり健診」を実施（６月16日）
⑧ 市民課窓口の上部モニター、ふれあいバス車内で県作成の特定健診受診勧奨動画を

放映

（２）令和６年度 受診率向上の取組み
① 新規国保加入者向けに特定健診の案内チラシの配布
② 特定健診PRポスターを掲示（公共施設25件、市内のスーパーやコンビニ等57件）
③ 昨年度まで世帯主宛に送付していた健診の受診案内を個人宛に変更
④ 集団健診において受診当日の混雑を避けるため、インターネット・電話等での予約制

に変更
⑤ 抽選でスマートウォッチ・体組成計・食事券が当たる健康ポイントわくわく

キャンペーンの実施
⑥ 受診勧奨ハガキの送付

春健診前 5,186件 ・・ 不定期受診者、未経験者へ特性別に７種類を送付
秋健診前 4,719件 ・・ 訴求力のあるものを１種類送付
秋健診後 2,903件 ・・ 訴求力のあるものを１種類送付

⑦ 診療情報提供勧奨通知の送付
特定健診の情報提供依頼を12月に送付（432件）

⑧ 事業所健診の結果提供依頼
令和７年２月に事業者健診の結果提供依頼を事業主へ送付

⑨ 障がいを持った方を対象とした「ゆったり健診」の実施拡大（７月９日、10月25日）
⑩ 市民課窓口の上部モニター、ふれあいバス車内で県作成の特定健診受診勧奨

動画の放映
⑪ 医療機関へ個別健診受診についての協力依頼
⑫ 健康教室等で健診受診について周知
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ー 第２部 五泉市国民健康保険データヘルス計画（第２期） ー

１. 平均寿命及び平均自立期間
 男性・女性ともに平均寿命は国、県を下回り、平均自立期間は国、県並みとなっています。

２. 死亡原因疾患
 死亡原因疾患の１位はがん、２位は心臓病、３位は脳疾患となっており、国・県と比較すると、心臓
病で亡くなる方の割合は低く、がんや脳疾患で亡くなる方の割合が高くなっています。

３. 傷病名による医療費の割合
 医療費の割合は、１位はがん、２位は精神疾患、３位が筋・骨格系の疾患となっており、国・県と
比較すると、がん、脳出血・脳梗塞の割合が高くなっています。

（歳） （歳）

※平均自立期間・・日常生活に介護を要しない期間

県
78.4
81.5

国
78.6
81.4

平均自立期間

男性
女性

五泉市
78.4
81.5

県 国
81.3 81.5
87.6 87.6

平均寿命
男性
女性

五泉市
81.1
87.3

生活習慣病の内訳
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4．評価指標の達成状況                                             

※中間年度に計画目標を見直し、令和 2 年度から変更した箇所 
 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 目 標 値 

糖尿病の悪化による慢性腎臓病を減らす 

 糖尿病性腎症による年間新規透析 
導入患者数の減少 

11 人 10 人 8 人 5 人 

透析患者のうち、糖尿病由来の患

者の割合 
44.0% 52.1％ 48.8％ 44%※ 

人工透析患者数の減少 
（患者 1,000 人当り） 6.7 人 7.2 人 6.9 人 5.0 人 

最大医療資源傷病名による医療費 
分析でのポイント数の減少 7.9％ 8.3％ 8.1％ 8%※ 

糖尿病悪化の徴候に早く気付き、治療と自己管理ができる 

 特定健康診査受診率の上昇 38.5% 39.3％ 41.1％ 60% 

糖尿病予防教室参加者数 
12 人 

（延べ 71 人） 
15 人 

（延べ 91 人） 
18 人 

（延べ 50 人） 35 人 

保健指導実施割合 100％ 94.9％ 94.9％ 100％※ 

糖尿病療養指導指示書の提供件数 1 件 3 件 4 件 10 件 

重症化予防保健指導件数 1 件 3 件 4 件 10 件 

未治療の人が必要な医療を受ける 

 特定健康診査受診者中、高血糖で

未治療者のうち、受診勧奨により

医療受診した者の割合（受診者/勧
奨数） 

73.0% 
（27 人/37 人） 

97.3% 
（36 人/37 人） 

83.8% 
（31 人/37 人） 

50% 

治療中断者が再治療につながる 

 治療中断者のうち受診勧奨により

医療受診した者の割合（受診者/勧
奨数） 

― 
Ｒ３未実施 

30.0% 
（3 人/10 人） 

50% 
（13 人/26 人） 

50% 

糖尿病について正しい知識を持ち、健康的な生活を送ることができる人が増える 

 健診結果説明会に参加者の割合

（結果説明会参加者／特定健診受

診者） 
65.5% 52.3% 61.0%  72% 

糖尿病予防普及啓発 2 回 3 回 1 回 4 回 
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 令和３年度 令和４年度 令和５年度 目 標 値 

血圧を適正にして脳卒中を防ぐ 

 
脳血管疾患による死亡の減少 20.4% 15.2% 19.3% 14.8%※ 

脳出血にかかる被保険者 1,000 人当

りのレセプト件数の減少（単位：件） 
入院 0.384 
外来 0.278 

入院 0.473 
外来 0.346 

入院 0.289 
外来 0.479 

入院 0.234 
外来 0.208 

脳梗塞にかかる被保険者 1,000 人当

りのレセプト件数の減少（単位：件） 
入院 0.768 
外来 5.402 

入院 0.929 
外来 4.846 

入院 0.931 
外来 4.580 

入院 0.662 
外来 5.277 

脳出血にかかるレセプト１件当り

医療費の減少（単位：円） 
入院 602,920 

外来 21,560 

入院 785,900 

外来 29,420 

入院 751,520 

外来 26,880  

入院 577,701 

外来 47,976 

脳梗塞にかかるレセプト１件当り

医療費の減少（単位：円） 
入院 732,970 

外来 19,350 

入院 767,240 

外来 18,720 

入院 809,260 

外来 17,320 

入院 633,924 

外来 23,290 

特定健康診査受診者の平均血圧の

維持（平均年齢が同一または下降の

場合は低下） 
収縮期 
拡張期 

 
 
 

128.67 
76.65 

 
 
 

130.98 
75.97 

 
 
 

127.94 
76.23 

 
 
 

126.63 
75.96 

持続高血圧、夜間高血圧、早朝高血圧などに気づき、治療と減塩等の生活改善に取り組める 

 メタボ教室・禁煙教室の参加者数 87 人 102 人 153 人 80 人 
要受診判定値の人への保健指導実

施割合 100.0％ 100.0％ 81.1％ 100％※ 

未治療の人が必要な医療を受ける（受診者/勧奨者数） 
 特定健康診査受診者中、高血圧で未

治療者のうち、受診勧奨で医療受診

者の割合 

50.0% 
（33 人/66 人） 

71.4% 
（55 人/77 人） 

72.3% 
（60 人/83 人） 

50% 

脳卒中の既往のある人が再発予防する 
 脳卒中発症システムで連絡票が来

たもののうち、再発者の割合 なし なし なし 20% 

減塩・禁煙など血圧のための良習慣が身についている人を増やす 

 減塩に取り組む住民の増加 
漬物を一日 1 種類以上とらない人 
麺類の汁を 1/3 以上飲まない人 

 
57.4% 
57.4% 

 
38.3% 
62.7% 

 
60.4% 
59.8% 

 
45% 
65% 

特定健康診査受診者喫煙率         
小学校保護者喫煙率 
中学校保護者喫煙率 

13.2％ 
調査未実施 
調査未実施 

13.6% 
調査未実施 
調査未実施 

12.9% 
調査未実施 
調査未実施 

10% 
52% 
55% 

地域での健康教室で正しい生活習

慣を学ぶことができる 
 地区健康教育実施回数 
 地区健康教育参加人数 

 
 

23 回 
197 人 

 
 

34 回 
310 人 

 
 

28 回 
205 人 

 
 

50 回 
450 人 
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令和７年度五泉市国民健康保険特別会計予算（案） 

について 
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歳　入 単位：千円　

金　額 対前年度比（％）

711,841 760,388 △ 48,547 93.6%

711,650 760,251 △ 48,601 93.6%

現年課税分 686,162 730,122 △ 43,960 94.0%

滞納繰越分 25,488 30,129 △ 4,641 84.6%

191 137 54 139.4%

滞納繰越分 191 137 54 139.4%

70 0 70 皆増 健康診査自己負担金　　2,000円×35人

500 500 0 100.0%

7 14 △ 7 50.0%

3,455,426 3,452,305 3,121 100.1%

3,455,425 3,452,304 3,121 100.1%

普通交付金 3,392,560 3,376,426 16,134 100.5%

特別交付金 62,865 75,878 △ 13,013 82.9%

1 1 0 100.0%

947 16 931 5918.8%

393,460 382,870 10,590 102.8%

保険基盤安定 133,381 138,269 △ 4,888 96.5%

（保険税軽減分）

保険基盤安定 69,667 75,325 △ 5,658 92.5%

（保険者支援分）

842 997 △ 155 84.5%

その他一般会計 71,131 64,495 6,636 110.3%

出産育児一時金 4,000 4,000 0 100.0% 支給額の2/3を一般会計から繰入れ

66,765 63,332 3,433 105.4%

266 266 0 100.0%

産前産後保険料 523 199 324 262.8% 保険税（所得割額・均等割額）軽減分への財政措置

46,885 35,987 10,898 130.3%

1 1 0 100.0%

9,005 9,005 0 100.0%

4,571,257 4,605,099 △ 33,842 99.3%

低所得者の保険税軽減分への財政措置
（国1/2、県1/4、市1/4)

基金積立金

２　分担金及び負担金

後期高齢者支援金分　　27,151千円

９　諸収入 延滞金、第三者行為納付金等

未就学児均等割保
険料

未就学児被保険者均等割額減額分への財政措置
（国1/2、県1/4、市1/4)

低所得者の保険税軽減分への財政措置
（県3/4、市1/4)

３　使用料及び手数料

退職被保険者等

７　繰入金

督促手数料　　100円×5,000件

介護納付金分　　　　　　　　　　437千円×9.20％

後期高齢者支援金分　　　　　381千円×8.51％

医療給付費分　　　　　　　　 1,330千円×9.01％

８　繰越金

４　国庫支出金

６　財産収入

国保運協委員報酬

５　県支出金

保険給付費等交付金

国保財政安定化支
援事業

合　　　計

財政安定化基金交付金

財政調整基金積立金利子

保健衛生普及費　　　　　　　940千円

賦課徴収費　　　　　　　　　7,584千円

健康づくり事業費　 　　　　　　22千円

一般管理費　　　　　　　　60,509千円

前年度繰越金

保険税軽減分　　　　　　 96,329千円

令和７年度平均加入世帯見込数　5,606世帯

調定見込額×収納見込率

１　国民健康保険税

比　　較令和７年度
当初予算（案）

一般被保険者

令和７年度五泉市国民健康保険特別会計予算（案）

後期高齢者支援金分　162,867千円×96.42％

介護納付金分　　　　　　　54,782千円×94.78％

医療給付費分　　　　　　106,109千円×16.09％

後期高齢者支援金分　　33,896千円×16.21％

款 科　　目　　名
令和６年度
当初予算 説　　　　　　　　明

令和７年度平均被保険者見込数　8,039人

財政調整基金積立金

応能保険税の負担能力や被保険者の年齢構成が
高齢者に偏っているなどの特別な事情に対する財
政措置

介護納付金分　　　　　　　 9,901千円

委員報酬に対する繰入れ　　15,600円×17人

連合会負担金　　　　　　　 2,076千円

医療給付費分　　　　　　495,231千円×96.36％

介護納付金分　　　　　　　18,884千円×15.47％

療養給付費をはじめとする保険給付費に要する費
用への交付金

財政状況やその他の事情に応じ考慮される交付金
・医療費関係分
・保険料軽減分
・事業実施等分
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歳　出 単位：千円　

金　額 対前年度比（％）

１　総務費 72,345 65,364 6,981 110.7%

一般管理費 60,869 55,119 5,750 110.4%

連合会負担金 2,489 2,358 131 105.6%

賦課徴収費 8,084 7,433 651 108.8%

運営協議会費 903 454 449 198.9%

２　保険給付費 3,403,599 3,387,465 16,134 100.5%

3,380,173 3,363,331 16,842 100.5%

療養給付費 2,887,318 2,895,464 △ 8,146 99.7%

療養費 14,197 14,463 △ 266 98.2%

高額療養費 478,290 452,701 25,589 105.7%

高額介護合算療養費 338 673 △ 335 50.2%

移送費 30 30 0 100.0%

12,387 13,095 △ 708 94.6%

出産育児諸費 6,003 6,003 0 100.0%

葬祭諸費 5,000 5,000 0 100.0%

傷病手当金 36 36 0 100.0%

1,015,687 1,061,772 △ 46,085 95.7%

82,918 90,221 △ 7,303 91.9%

４　保健事業費 64,659 76,475 △ 11,816 84.5%

37,201 36,754 447 101.2%

保健衛生普及費 986 824 162 119.7%

健康づくり事業費 26,472 38,897 △ 12,425 68.1%

人間ドック　25,000円×820人

人間ドック　40,000円×  50人

脳ドック　　 25,000円×　55人

がんドック　25,000円× 103人

５　基金積立金 947 16 931 5918.8%

６　公債費 18 1 17 1800.0%

７　諸支出金 4,002 4,006 △ 4 99.9%

８　予備費 10,000 10,000 0 100.0%

4,571,257 4,605,099 △ 33,842 99.3%

253,339 261,146

0 87

退職被保険者後期
高齢者支援金等分

0 22

一般被保険者保険
給付費

合　　　計

介護納付金分

国保連合会への事業負担金

職員給与や事務経費など

診療報酬明細書審査支払手数料など審査支払手数料

３　国民健康保険
　　事業費納付金

一般被保険者後期
高齢者支援金等分

令和７年度
当初予算（案）

令和６年度
当初予算

比　　較
款 科　　目　　名 説　　　　　　　　明

特定健康診査等事業費

県において負担する、保険給付への保険給付費
等交付金に充てるために徴収される

出産育児一時金　　500,000円×12件

傷病手当金　　　　　6,000円×6日×1人

退職被保険者等医
療給付費分

△ 87 0.0%

一般被保険者医療
給付費分

679,430

国保税の賦課、徴収業務に要する経費など

受診者の健診費用や事務経費など

医療費通知、ジェネリック医薬品差額通知の経費

一時借入金利子

財政調整基金利子積立金

保険給付に要する経費

葬祭費　　　　　　　　　50,000円×100件

助成

710,296 △ 30,866 95.7%

保険税還付金など

国保運営協議会に要する経費

△ 7,807 97.0%

△ 22 0.0%

人間ドック・脳ドック・がんドックの受診費用の
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